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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

榛葉参議院議員・小川衆議院議員・泉衆議院議員の３議員とともに要望書を手渡す
ＪＲ連合各単組代表

要望内容に耳を傾ける奥野総務副大臣

継続して「底上げ・底支え」「格差是正」の取り組
を促す神津連合会長

未来への足固め奮闘を説く昆委員長

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
11
月
27
日
に

実
施
し
た
牧
野
京
夫
国
土
交
通

副
大
臣
へ
の
要
請
行
動
に
引
き

続
き
、
奥
野
信
亮
総
務
副
大
臣

へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
及
び
Ｊ
Ｒ

各
単
組
代
表
者
の
総
勢
13
人
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員

懇
談
会
か
ら
、
榛
葉
賀
津
也
会

長
代
行
（
参
議
院
議
員
）
、
小

川
淳
也
事
務
局
長
（
衆
議
院
議

員
）
、
泉
健
太
幹
事
（
衆
議
院

議
員
）
の
３
議
員
が
同
行
し
、

総
務
省
が
所
管
す
る
地
方
税
に

関
連
す
る
要
望
事
項
や
地
方
自

治
体
な
ど
の
支
援
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
、
力
強
く
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
榛
葉
会
長
代
行
か
ら
、

政
府
が
推
進
す
る
地
方
創
生
の

基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
地

域
の
公
共
交
通
の
重
要
性
、
Ｊ

Ｒ
７
社
の
誕
生
か
ら
30
年
を
経

て
も
な
お
、
Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
総
務
省
と
し

て
も
税
制
改
正
等
、
し
っ
か
り

　

12
月
６
日
、
２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
等
に
関
し
て
、
国
土
交

通
省
に
引
き
続
き
、
総
務
省
へ
の
要
請
行
動
を
展
開
し
、
鉄
道
用

車
両
等
に
係
る
軽
油
免
税
措
置
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
高
性
能
機
関
車
等

に
係
る
特
例
措
置
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
施
設
に
係
る
特
例
措

置
の
適
用
期
限
延
長
、
自
然
災
害
を
受
け
た
鉄
道
路
線
の
復
旧
及

び
機
能
強
化
へ
の
支
援
並
び
に
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
、
Ｊ
Ｒ

二
島
会
社
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
各
種
支
援
を
強
く
求
め
た
。

は
税
制
特
例
等
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
、

今
年
度
期
限
を
迎
え
る
軽
油
引

取
税
免
税
措
置
な
ど
に
つ
い
て

は
経
営
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
延
長
し
て
い
た
だ
く

よ
う
力
強
く
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
各
社
の
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
各
単
組
代
表
者

か
ら
発
言
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
労
組

の
昆
弘
美
中
央
執
行
委
員
長
は

今
年
度
末
ま
で
の
税
制
特
例
措

置
に
よ
る
影
響
が
15
億
円
に
の

ぼ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
の

支
援
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
単

独
維
持
困
難
線
区
の
問
題
に
取

り
組
む
状
況
下
で
、
Ｊ
Ｒ
も
地

方
も
財
政
に
余
裕
が
な
い
た
め
、

国
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
新
た
な
支
援
ス
キ
ー
ム

の
必
要
性
を
訴
え
た
。
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
中
濱
斉
執
行
委
員
長

は
、
税
制
支
援
要
望
に
加
え
て
、

過
去
最
大
の
復
旧
費
を
要
す
る

今
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
18

号
に
よ
る
被
災
に
つ
い
て
説
明

し
、復
旧
支
援
に
対
す
る
協
力

を
強
く
求
め
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
中
原
博
徳
中
央
執
行
委
員

長
は
、
熊
本
地
震
、
九
州
北
部

豪
雨
及
び
台
風
18
号
で
４
つ
の

路
線
が
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
特

に
日
田
彦
山
線
の
よ
う
に
地
元

自
治
体
と
協
議
を
始
め
て
い
る

こ
と
を
取
り
上
げ
、
復
旧
支
援

へ
の
理
解
と
協
力
を
要
請
し
た
。

最
後
に
貨
物
鉄
産
労
の
大
杉
中

央
執
行
委
員
長
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

会
社
が
国
鉄
長
期
債
務
や
老
朽

化
車
両
を
抱
え
て
発
足
し
た
会

社
で
あ
り
、
今
後
の
自
立
経
営

に
向
け
て
は
税
制
支
援
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
訴
え
た
。
ま

た
同
行
し
た
各
議
員
か
ら
も
国

の
支
援
強
化
を
副
大
臣
に
求
め

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
奥
野
副
大

臣
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
現
状
に
つ
い
て
、

理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
民
間

企
業
と
し
て
し
っ
か
り
自
立
す

る
こ
と
に
対
す
る
助
言
も
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
確
保
の
重
要
性
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
総
合
物
流
企
業
を

め
ざ
し
て
い
く
べ
き
社
会
的
使

命
、
紀
淡
海
峡
を
経
由
し
た
四

国
へ
の
新
幹
線
整
備
等
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
の

決
着
は
間
近
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、
税
制
改
正
要
望
を
は
じ

め
各
種
政
策
課
題
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　ＪＲ北労組自動車支部で３人（長沼分会・
厚別分会・手稲）、ＪＲＥユニオン新潟地
本でも31歳の若い仲間がＪＲ連合の仲間に
加わった。
　引き続き、ＪＲ連合が掲げる「あるべき
労働組合像・労使関係像」の実現に向けて
民主化闘争と組織強化・拡大の取り組みを
推進していこう。

と
支
援
を
継
続
し

て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
請
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
松
岡
会
長

か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
二

島
会
社
・
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
現
状
に
触
れ
、

経
営
が
厳
し
い
中

で
も
鉄
道
路
線
を

維
持
で
き
た
こ
と

　

連
合
は
、
12
月
５
日
、
第
76

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
２

０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の
基
本

方
針
を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
神
津

里
季
生
会
長
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差

是
正
」
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、

強
め
る
・
拡
げ
る
こ
と
を
訴
え
、

組
織
内
で
の
浸
透
、
さ
ら
に
は

社
会
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
ま
た
、

「
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
な
ど

の
構
造
を
転
換
す
る
運
動
」
の

流
れ
の
継
続
・
定
着
・
前
進
を

は
か
り
、
「
賃
金
は
上
が
る
も

の
」
と
い
う
常
識
を
取
り
戻
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

力
強
く
述
べ
た
。
あ
わ
せ
て
、

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

生
み
出
し
た

付
加
価
値
の

適
正
分
配
」

に
つ
い
て

「
取
引
の
適

正
化
」
だ
け

で
な
く
、

「
働
き
方
」

と
の
つ
な
が

り
に
も
目
を

む
け
て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し

た
。
非
正
規
共
闘
に
つ
い
て
は
、

中
央
討
論
集
会
等
、
こ
の
間
の

諸
会
議
の
中
で
構
成
組
織
か
ら

の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

結
果
に
つ
な
げ
、
社
会
に
発
信

す
る
こ
と
で
、
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
の
実
効
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
述
べ
た
。
「
障
が
い
者
雇

用
」
「
育
児
・
介
護
・
治
療
と

仕
事
の
両
立
」
「
男
女
平
等
」

な
ど
に
も
言
及
し
、
「
す
べ
て

の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た
働

き
方
の
実
現
」
に
向
け
て
、
連

合
が
先
頭
に
立
つ
決
意
を
表
明

し
た
。

　

方
針
は
、
昨
年
と
同
様
に

「
２
％
程
度
を
基
準
と
し
、
定

期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
相
当
分
）含
め
４
％
程
度
」

の
賃
上
げ
要
求
水
準
を
設
定
し

た
。
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
の

水
準
を
示
す
中
小
共
闘
方
針
で

は
、「
総
額
１
万
０
５
０
０
円
」、

非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

「
正
社
員
転
換
・
無
期
雇
用
転

換
、
誰
も
が
時
給
１
０
０
０
円
、

時
給
37
円
の
引
き
上
げ
」
と
し
、

満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
共

闘
連
絡
会
議
第
１
回
会
合
に
お

い
て
、
第
１
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー

ン
は
、
３
月
12
日
〜
16
日
、
第

２
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー
ン
を
３

月
19
日
〜
23
日
と
し
、
連
合
と

し
て
の
「
ヤ
マ
場
」
は
３
月
14

日
に
設
定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
決
定
さ
れ
た

連
合
方
針
に
基
づ
き
、
２
０
１

８
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

を
機
関
会
議
で
決
定
し
、
Ｊ
Ｒ

７
単
組
の
結
果
を
グ
ル
ー
プ
労

組
に
波
及
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

民主化単組で加入続く

ら
に
は
「
５
つ
の
提
言
」
を
策

定
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
変
化
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
運
動
を
展
開
し

て
き
た
。

　

集
会
で
は
、
公
益
財
団
法
人

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
の

酒
井
一
博
所
長
か
ら
、「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
に
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
人
間
の
生
理
学
的
な
側
面

か
ら
生
じ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

だ
け
で
な
く
、
昨
今
の
日
本
企

業
で
発
覚
し
た
不
正
問
題
な
ど

も
人
間
が
引
き
起
こ
し
う
る
エ

ラ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
に
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講
じ

る
か
と
い
う
問
題
提
起
を
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
、
工
務
系
と
運
輸
系
の

２
箇
所
の
職
場
報
告
を
受
け
る

と
と
も
に
、
３
年
目
の
取
り
組

ら
し
な
い
よ
う
な
風
潮
が
一
部

で
は
残
存
し
て
い
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
労
使
あ
げ

て
全
力
で
再
生
に
向
け
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
は
、
安
全
最
優
先
の
、

風
通
し
の
良
い
社
風
を
基
礎
と

し
た
企
業
づ
く
り
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
の
確
立

を
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け

「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
死
亡
事
故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
、
現
場
に
働
く
者
の

目
線
で
、
職
場
か
ら
安
全
確
立

を
め
ざ
し
て
い
く
Ｊ
Ｒ
北
労
組

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る

民
主
化
に
も
Ｊ
Ｒ
連
合
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

来
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
足
固

め
に
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
を
訴

え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
２
０
１
１

年
５
月
の
石
勝
線
列
車
火
災
事

故
、
２
０
１
３
年
９
月
大
沼
線

列
車
事
故
後
に
発
覚
し
た
保
守

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
問
題
な
ど
に

よ
っ
て
、
国
土
交
通
省
か
ら

「
事
業
改
善
命
令
」
と
「
監
督

命
令
」
を
受
け
た
。
Ｊ
Ｒ
北
労

組
は
、
労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
十
分
発
揮
で
き
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
反
省
の
上
に
立
ち
、

こ
の
間
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
信
頼

を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
現
場
組

合
員
と
と
も
に
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

再
生
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
さ

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
11
月
26
日
、

札
幌
市
内
に
て
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
再
生
を
め
ざ
す
安
全
集
会
」

を
開
催
し
、
約
80
人
の
組
合
員

ら
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

松
岡
裕
次
会
長
ら
４
人
が
出
席

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
昆
弘
美
中
央

執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
）
は
冒
頭
の
挨
拶
に
お
い
て
、

安
全
確
立
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば

で
あ
り
、
信
頼
回
復
、
会
社
再

生
に
向
け
て
は
、
全
組
合
員
で

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
プ
ラ
ン
」

の
具
現
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

唯
一
の
道
で
あ
り
、内
外
に
見

え
る
変
化
と
現
場
社
員
が
実
感

で
き
る
変
革
を
成
し
遂
げ
、
未

み
と
な
っ
た
分
会
対
象

の
「
安
全
検
証
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
結
果
報
告
も
あ
っ

た
。
あ
る
職
場
で
は
社

員
同
士
の
意
思
疎
通
に

お
い
て
、
北
鉄
労
の
平

和
共
存
否
定
運
動
で
明

ら
か
に
な
っ
た
「
結
婚

式
問
題
」
は
い
ま
だ
継

続
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

組
合
が
違
う
と
挨
拶
す

連合第76回中央委員会

「賃金はあがるもの」という常識を
取り戻していく

ベースアップは２％程度を基準

連合第76回中央委員会

「賃金はあがるもの」という常識を
取り戻していく

ベースアップは２％程度を基準

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
再
生
を
め
ざ
す
安
全
集
会

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
再
生
プ
ラ
ン
」
が
唯
一
の
道

２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
総
務
副
大
臣
へ
要
請
行
動
を
展
開

経
営
が
厳
し
い

  

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
へ
の
税
制
支
援
を
強
調

２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
総
務
副
大
臣
へ
要
請
行
動
を
展
開

経
営
が
厳
し
い

  

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
へ
の
税
制
支
援
を
強
調

ＪＲＥユニオンで青年
ＪＲ北労組で３人
ＪＲＥユニオンで青年
ＪＲ北労組で３人
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ば
超
過
勤
務
で
き
な
く
な
る
。

列
車
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て

い
た
。
こ
の
「
36
協
定
違
反
」

は
、
２
０
１
１
年
４
月
と
５
月

の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
計
画
部
門

に
お
け
る
時
間
外
労
働
に
つ
い

て
札
幌
中
央
労
基
署
に
よ
る
調

査
で
、
36
協
定
の
特
別
条
項
で

定
め
る
労
働
組
合
と
の
協
議
を

行
わ
ず
に
、
１
ヶ
月
45
時
間
の

上
限
を
超
え
る
時
間
外
労
働
し

て
い
た
者
が
１
人
発
生
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
決
し
て

「
36
協
定
違
反
」
を
肯
定
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
き

な
列
車
事
故
後
と
い
う
会
社
の

非
常
事
態
と
も
い
え
る
状
況
の

中
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
（
北
鉄

労
）
は
こ
の
36
協
定
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
組
合
自
ら
の
時
間
外

労
働
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能

に
対
す
る
反
省

な
ど
な
く
、
会

社
を
、
一
方
的

に
、
徹
底
的
に

攻
め
立
て
た
。

し
い
、
１
億
３
千
万
人
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ

れ
だ
け
多
く
の
お
客
様
の
尊
い

人
命
を
お
預
か
り
し
て
い
る
と

い
う
事
実
を
認
識
し
、
「
お
客

様
の
安
全
を
最
優
先
に
す
る
」と

い
う
こ
と
を
常
に
考
え
る
社
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。長
い
間
の
ご
支
援
、ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

同
年
７
月
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、

札
幌
中
央
労
基
署
か
ら
「
36
協

定
違
反
」
の
是
正
勧
告
を
受
け

て
い
た
。
当
時
の
経
営
幹
部
か

ら
は
「
36
協
定
が
結
べ
な
け
れ

確
保
、
経
費
節
減
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
度
の
協
定
違
反
で

は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
36
協

定
に
違
反
す
る
事
態
が
発
生
し

て
お
り
、
社
員
の
皆
さ
ん
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
５
月
27
日
の
脱
線
火
災

事
故
を
反
省
し
、
全
社
を
あ
げ

て
企
業
風
土
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
時
に
、
真
っ
先

に
戦
線
を
離
脱
す
る
こ
と
を
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。
当
社
は
、

年
間
に
日
本
の
人
口
と
ほ
ぼ
等

　

２
０
１
１
年
９
月
18
日
午
前

８
時
頃
、
北
海
道
小
樽
市
の
沖

合
で
、
同
月
12
日
か
ら
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
中
島
尚
俊
社
長
が
遺
体
で
発

見
さ
れ
た
。
同
年
５
月
の
石
勝

線
列
車
脱
線
火
災
事
故
以
降
の

相
次
ぐ
ト
ラ
ブ
ル
発
生
な
ど
を

苦
に
し
た
自
殺
と
見
ら
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
遺
体
発

見
当
日
の
９
月
18
日
、
次
の
よ

う
な
「
中
島
社
長
の
社
員
宛
て

遺
書
」
を
公
表
し
た
。

　

毎
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
、
安
全
輸
送
、
接
客
、
収
入

　

11
月
29
日
、
幕
張
メ
ッ
セ

に
お
い
て
開
催
中
の
第
５
回

鉄
道
技
術
展
２
０
１
７
へ
の

取
材
を
行
い
、
安
全
性
向
上

に
資
す
る
技
術
開
発
な
ど
に

つ
い
て
、
各
種
メ
ー
カ
ー
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

　

政
府
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム

ド
ア
に
つ
い
て
は
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
交
通
政
策
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
利
用
者
10
万
人
以
上

の
駅
に
原
則
整
備
す
る
こ
と

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
技
術
開

発
で
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。

形
状
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

従
来
型
の
壁
状
の
も
の
で
あ
っ

て
も
、
大
開
口
の
も
の
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
各
社
の
乗

り
入
れ
に
よ
る
車
両
形
式
の

違
い
に
対
応
し
て
い
た
り
、

可
動
部
が
ワ
イ
ヤ
ー
状
や
パ

イ
プ
状
に
な
っ
て
上
下
に
動

く
も
の
、
軽
量
化
に
よ
り
設

置
し
や
す
い
も
の
に
す
る
な

ど
、
各
社
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
た
。

　

ま
た
、
労
働
災
害
防
止
の

観
点
か
ら
重
要
視
さ
れ
る
軽

量
化
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
式
タ

イ
タ
ン
パ
ー
な
ど
の
工
具
類

や
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
な
ど

の
保
護
具
な
ど
も
出
展
さ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
新
技
術

と
し
て
は
、
セ
ン
サ
ー
を
活

用
し
た
車
両
点
検
や
列
車
運

安
全
確
立
を
は
じ
め
と
す
る

Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る
諸
課
題

の
解
決
に
む
け
て
、
こ
う
い
っ

た
情
報
収
集
も
し
な
が
ら
、

労
働
組
合
と
し
て
の
提
言
機

能
を
強
化
し
て
い
く
。

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。
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火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース
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特　集

会
社
を
徹
底
追
及
す
る

   
異
常
な
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組（
北
鉄
労
）

民
主
化
闘
争 

26

ま
さ
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東

労
組
な
ど
の
常
套
手
段
で
も
あ

る
36
協
定
締
結
を
人
質
に
取
っ

た
会
社
に
対
す
る
牽
制
・
揺
さ

ぶ
り
行
為
で
あ
っ
た
。
最
終
的

に
会
社
の
ト
ッ
プ
が
自
ら
の
命

を
断
つ
と
い
う
選
択
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込

ん
だ
北
鉄
労
の
行
為
は
異
常
極

ま
り
な
い
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
11

月
13
日
付
発
行
の
機
関
紙
「
ひ

び
き
・
職
場
討
議
資
料
」
に
お

い
て
は
、
「
菅
官
房
長
官
の

『
北
海
道
で
は
過
去
に
色
ん
な

事
故
が
起
き
た
。
あ
あ
い
う
労

働
組
合
を
持
っ
て
い
る
の
は
Ｊ

Ｒ
北
海
道
だ
け
で
し
ょ
』
と
い

う
あ
た
か
も
労
働
組
合
に
問
題

が
あ
る
か
の
よ
う
な
記
載
が
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者
や
組

合
員
・
家
族
に
誤
解
と
混
乱
を

与
え
ま
し
た
」
と
菅
官
房
長
官

の
発
言
内
容
を
全
否
定
し
、
ま

た
、
11
月
16
日
北
海
道
新
聞
朝

刊
で
は
、
北
鉄
労
本
部
の
笹
森

書
記
長
が
「
経
営
問
題
や
安
全

問
題
が
で
る
と
労
働
組
合
が
悪

い
と
い
う
声
が
出
る
が
、
具
体

的
に
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
の

か
指
摘
し
て
ほ
し
い
。
雰
囲
気

で
労
働
組
合
が
悪
い
と
い
う
の

は
不
毛
な
話
で
あ
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

北
鉄
労
に
よ
る
36
協
定
締
結
を

人
質
に
取
っ
た
攻
撃
や
他
労
組

と
の
平
和
共
存
を
否
定
し
た
運

動
を
、
ま
る
で
何
事
も
な
か
っ

と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
つ
つ
、

鉄
道
・
Ｊ
Ｒ
の
エ
ゴ
に
陥
ら
な

い
よ
う
意
識
し
な
が
ら
、
非
常

に
難
し
い
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ
」

と
し
、
「
や
れ
る
こ
と
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
。
『
隗
よ
り
始
め
よ
』

で
あ
る
。
す
べ
て
の
関
係
者
が

集
い
、
『
チ
ー
ム
地
域
共
創
』

を
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
熱
い
想
い
を
述
べ

た
後
、
９
つ
の
提
言
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

12
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

香
川
支
部
主
催
第
３
回
組
織
・

政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
は
、
北
村
公
次
労

働
政
策
部
長
、
中
村
鉄
平
交
通

政
策
部
長
が
参
加
し
、
中
村
部

長
が
最
終
答
申
に
つ
い
て
解
説

を
行
っ
た
。
「
人
口
減
少
、
地

方
の
過
疎
化
な
ど
を
踏
ま
え
た

交
通
政
策
の
提
言
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
無
い
よ
う
な
非
常
に

踏
み
こ
ん
だ
内
容
と
し
て
い
る
。

至
上
命
題
と
し
て
、
交
通
空
白
地

帯
の
拡
大
を
食
い
止
め
、
人
流
・

物
流
を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
、
地

域
か
ら
経
済
・
社
会
の
発
展
に
つ

と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

各
組
織
に
お
け
る
学
習
会
・
研

修
会
な
ど
を
通
じ
た
答
申
内
容

を
広
め
、
理
解
を
求
め
る
取
り

組
み
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

11
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

主
催
第
18
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
、
政
所
大
祐
企
画
部
長
、
中

村
鉄
平
交
通
政
策
部
長
が
参
加

し
た
。
政
所
部
長
か
ら
、
最
終

答
申
に
つ
い
て
、
「
鉄
道
マ
ン

な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と

述
べ
、
理
解
を
求
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
、

最
終
答
申
の
理
解
を
深
め
、

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
の
実
現

を
成
し
遂
げ
る
べ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

通
の
創
出
を
め
ざ

し
て
」
（
最
終
答

申
）
と
題
す
る
冊

子
を
刊
行
し
た
。

今
後
は
、
最
終
答

申
を
活
用
し「
チ
ー

ム
地
域
共
創
」
の

形
成
に
む
け
て
、

関
係
議
員
と
の
意

見
交
換
、
地
方
議

員
団
訪
問
を
中
心

し
、
８
月
に
は
「
将
来
に
夢
と

希
望
の
持
て
る
鉄
道
・
公
共
交

　
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、本
年
６

月
の
第
26
回

定
期
大
会
に

お
い
て
、
２

０
１
２
年
か

ら
取
り
組
ん

で
き
た
鉄
道

特
性
活
性
化

Ｐ
Ｔ
の
最
終

答
申
を
提
起

行
の
シ
ス
テ
ム
、

ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
橋
り
ょ

う
等
の
点
検
な

ど
、
今
後
の
人

口
減
少
に
伴
う

要
員
確
保
の
課

題
を
解
決
で
き

る
よ
う
な
も
の

も
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は

ゆるキャラグランプリ
2017in三重の結果
連合キャラクター
「ユニオニオン」
結果：34位
（企業その他部門）
応援ありがとうござ
いました！

ド
シ
ェ
ア
や
民
泊
な
ど
重
大
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
は
も
と
よ
り
、

熊
本
地
震
や
近
年
の
台
風
・
豪
雨
な
ど
に

よ
り
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

近
畿
圏
に
お
い
て
も
、
10
月
22
日
の
台
風

21
号
で
は
鉄
道
・
道
路
・
港
湾
を
は
じ
め

大
き
な
被
害
を
う
け
、
現
在
も
懸
命
な
復

旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

復
旧
に
当
た
っ
て
は
大
半
が
事
業
者
任
せ

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
政
府
に
支
援
策

の
拡
充
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
は
、
交
運
労
協
と
し
て
安
全
が
確

保
で
き
な
い
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
問
題
、

自
動
車
運
転
業
務
の
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
問
題
で
署
名
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
の

皆
さ
ん
が
積
極
的
に
参
画
し
て
頂
き
ま
し

て
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
交
通
運
輸
産
業
の
維
持
・
発

展
に
向
け
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

者
双
方
の
立
場
に
立
脚
し
た
「
総
合
交
通

政
策
」
を
確
立
す
る
た
め
に
、
近
畿
交
運

労
協
に
集
う
陸
・
海
・
空
・
観
光
に
従
事

す
る
仲
間
と
共
に
活
動
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

交
通
運
輸
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
年
以
降
の
本
格
的
な
規
制

緩
和
に
よ
り
、
不
採
算
事
業
か
ら
の
撤
退

や
過
度
な
運
賃
競
争
な
ど
に
よ
り
、
人
件

費
の
抑
制
や
長
時
間
労
働
が
強
い
ら
れ
、

人
材
確
保
や
安
全
の
確
立
ま
で
脅
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
超
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
加
速
す
る
中
で
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
環
境
問
題
、
ラ
イ

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
分
会
・

支
部
役
員
そ
し
て
大
阪
地
方
本
部
で
２
年

間
専
従
の
副
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
０
０
８
年
11
月
か
ら
本
部
特
別

執
行
委
員
と
し
て
近
畿
交
運
労
協
の
事
務

局
長
の
任
に
付
き
10
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
昨
年
か
ら
は
、
大
阪
府
労

働
委
員
会
の
労
働
者
側
委
員
も
務
め
て
お

り
、
日
々
労
働
者
・
組
合
員
の
立
場
に
立
っ

て
労
使
紛
争
の
早
期
解
決
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
近
畿
交
運
労
協
（
２
府
４
県
）

は
、
16
構
成
組
織
、
８
万
４
千
人
の
組
合

員
が
所
属
し
て
お
り
、
交
通
運
輸
労
働
者

の
雇
用
と
権
利
を
守
り
、
利
用
者
と
労
働

近
畿
交
運
労
協

事
務
局
長

 

宮 

武 

秀 

美

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
特
別
執
行
委
員
）

役員紹介

第
５
回
鉄
道
技
術
展
２
０
１
７

安
全
確
立
に
む
け
た

       

技
術
開
発
に
つ
い
て
学
ぶ

鉄道特性活性化ＰＴ
最終答申でセミナー

「チーム地域共創」をつくる
９提言への理解を深める

た
か
の
よ
う
に
開
き
直
っ
た
発

言
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。


